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拝啓　新緑の候、〇〇様におかれましてはますますご清栄のこととお喜び申し上げます。日頃より大変お世話になっており、心より御礼申し上げます。
さて、このたびは、私こと入院加療に際しまして、〇〇様よりご丁重なるお見舞いの品を頂戴いたしましたこと、誠にありがたく、心より御礼申し上げます。あわせて、入院中にはお電話にてお言葉を頂戴し、また折々にお気遣いのメールまでいただきましたこと、〇〇様の温かいお人柄に、改めて深く感謝申し上げる次第でございます。
顧みますと、突然の体調不良により緊急入院いたしましたのが二月の初めのことでございました。当初は検査の結果次第では長期の療養も覚悟しなければならないとの医師の見立てもあり、正直なところ、〇〇様との今後のお仕事にもご迷惑をおかけするのではないかと、大変案じておりました。しかしながら、幸いにも早期の発見と適切な治療により、手術も無事に成功し、術後の経過も極めて順調に推移いたしました。約一ヶ月半の入院生活を経て、去る三月末に無事退院の運びとなり、現在は自宅にて療養を続けながら、社会復帰に向けたリハビリテーションに励んでいる次第でございます。
入院中は、思いのほか長い時間を病室で過ごすこととなり、これまでの慌ただしい日々を振り返る良い機会にもなりました。特に、〇〇様から頂戴いたしましたお見舞いのお言葉や励ましのメールの一つ一つは、療養生活における何よりの支えとなり、一日も早く元気な姿でお目にかかりたいという強い気持ちを新たにいたした次第でございます。おかげさまで、退院後は徐々に体力も回復し、主治医からも「順調そのもの」とのお墨付きをいただけるまでになりました。近頃では、リハビリの一環として毎朝の散歩も日課とし、少しずつではございますが、以前の生活リズムを取り戻しつつございます。
つきましては、頂戴いたしましたお心づかいへの感謝のしるしとして、心ばかりではございますが、快気内祝いの品を別便にてお送りさせていただきましたので、なにとぞご笑納賜りますようお願い申し上げます。
なお、業務への本格復帰につきましては、主治医とも相談のうえ、来月初旬を目途に段階的に進めてまいる所存でございます。復帰いたしました際には、これまで以上にお仕事でご一緒させていただけますことを楽しみにしております。何とぞ変わらぬお付き合いのほど、よろしくお願い申し上げます。
末筆ではございますが、〇〇様の今後ますますのご活躍とご健勝を心よりお祈り申し上げます。
まずは書中をもちまして、入院見舞いに対する御礼のご挨拶とさせていただきます。
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